
日本比較法研究所 2023 年度共同研究 

19. （Gno.61）生命倫理と法 

 
代表：只木 誠 
2011/02/04（承認）2011 年度（開始） 
 
【研究の目的】 

比較法的な見地から、終末期医療、安楽死、胚の保護、患者の承諾等の問題を取り上げて、法制度、医
療制度・環境などの面から、ドイツとわが国との現状の比較、検討の作業を行い、これを通して、生命倫
理と法の問題について考察する。 
 

【研究活動及び成果】 
総括 

本 共 同 研 究 グ ル ー プ に お い て は ,  日 本 と ド イ ツ の 「 生 命 倫 理 」 と 「 法 」 に ま つ わ る 立 法
状 況 ,  現 状 ,  諸 問 題 に つ い て ,  比 較 法 的 に 考 察 ・ 検 討 す る こ と を テ ー マ と し て い る と こ ろ ,  
2023（ 令 和 ５ ） 年 度 ,  グ ル ー プ 所 属 の 各 メ ン バ ー に お い て は ,  そ れ ぞ れ の 課 題 に 特 化 し た
研 究 活 動 を 行 っ た 。 そ の う え で ,  グ ル ー プ の 活 動 と し て は ,  研 究 グ ル ー プ メ ン バ ー の 大 杉  
一 之 氏 (北 九 州 市 立 大 学 准 教 授 )の 企 画 に よ り ,  2024年 2月 11日 (日 )に 日 本 と ド イ ツ の 研 究
者 を オ ン ラ イ ン で 結 ん で 開 催 さ れ た セ ミ ナ ー 「 Aktuelle Fragen des Medizinrechts in 
Japan und Deutschland ― 日 本 と ド イ ツ に お け る 医 事 法 の 現 状 と 課 題 ― 」 で は 充 実 し た
議 論 が 交 わ さ れ ,  続 い て ,  3月 18日 (月 )の ド イ ツ ・ ニ ュ ル ン ベ ル ク 大 学 の Jäger教 授 に よ る
講 演 会 「 パ ン デ ミ ッ ク の 際 の ト リ ア ー ジ 」 で は ,  近 時 大 き な 注 目 を 集 め て い る ト リ ア ー ジ
行 為 を め ぐ る 法 的 解 釈 の 問 題 に つ い て 新 た な 視 点 が 提 供 さ れ ,  こ れ に つ い て 活 発 な 討 議 が
行 わ れ た 。 な お ,  研 究 関 連 の 資 料 の 収 集 ・ 整 理 作 業 に つ い て は ,  リ サ ー チ ・ ア シ ス タ ン ト
が こ れ を 担 当 し て い る 。  
学術雑誌 

研究グループの所属メンバーにおいては, 各自の研究の成果として, 原稿, 翻訳稿につき, 『比較法雑
誌』等において公表しているところである。 
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